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補

正

予

算 

■
令
和
３
年
度
知
内
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，

７
６
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、

47
億
８
，
７
５
０
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
総
務
課
関
係
❖

▼�

防
犯
灯
新
設
整
備
委
託
料

（
き
ら
く
・
小
谷
石
地
区
）
と

し
て
27
万
３
千
円
追
加
計
上

▼�

行
政
手
続
例
規
整
備
業
務
委

託
料
と
し
て
２
９
７
万
円
追

加
計
上

❖
政
策
調
整
課
関
係
❖

▼��

地
域
経
済
循
環
事
業
補
助
金

と
し
て
７
１
５
万
円
追
加
計

上
質
疑　
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、大
学
生・

専
門
学
校
生
等
が
ア
ル
バ
イ
ト

で
き
ず
、
学
費
・
生
活
費
で
困

難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
思

う
が
、
今
年
も
昨
年
の
よ
う
な

助
成
金
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

政
策
調
整
課
長　
教
育
委
員
会

の
方
と
も
協
議
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
支
援
の
予
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

質
疑　
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
と
し

て
、
知
内
出
身
の
学
生
に
知
内

の
食
材
を
配
布
し
、
ふ
る
さ
と

の
味
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
学
生
が
ど
う
い
う
状
況

な
の
か
調
査
し
、
予
算
的
な
整

理
が
つ
け
ば
、
ど
ん
な
支
援
が

で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

▼�

社
会
福
祉
施
設
整
備
支
援
事

業
補
助
金
と
し
て
１
，
２
５

０
万
円
追
加
計
上

▼�

海
岸
漂
着
物
等
回
収
処
分
委

託
料
と
し
て
８
０
０
万
円
追

加
計
上

一般会計外２特別会計一般会計外２特別会計
補正予算可決補正予算可決

令和３年第２回定例会は、６月22
日に招集され、会期を６月23日まで
の２日間と決め、１名の議員による
一般質問（９頁に掲載）が行われま
した。
また、令和３年度一般会計及び特

別会計の補正予算等の議案６件、報
告１件、選挙１件、意見書案７件の
審議が行われ、いずれも原案のとお
り可決し、会期を１日残して閉会し
ました。

令 和 ３ 年令 和 ３ 年
第第２２回回定例会定例会

質
疑

政
策
調
整
課
長

町
長

質
疑
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第２回定例会の概要

質
疑　
当
町
の
海
岸
に
つ
い
て

は
、
海
岸
清
掃
し
て
も
や
ま
せ

等
で
、
ま
た
同
じ
だ
け
ゴ
ミ
が

漂
着
し
て
し
ま
う
。
道
補
助
の

事
業
だ
が
無
駄
に
な
ら
な
い
か
。

副
町
長　
毎
年
、
日
赤
婦
人
奉

仕
団
等
で
海
岸
清
掃
し
て
い
ま

す
が
、
流
木
等
に
つ
い
て
は
処

分
し
き
れ
ず
、
海
岸
の
波
が
来

な
い
と
こ
ろ
に
堆
積
し
て
い
る

状
態
で
す
の
で
、
今
回
、
そ
れ

ら
も
含
め
て
処
分
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
疑　
海
岸
漂
着
物
等
回
収
処

分
委
託
料
の
予
算
８
０
０
万
円

の
積
算
根
拠
は
。

生
活
福
祉
課
長　
海
岸
線
６
．

６
㎞
に
対
し
て
の
作
業
員
、
重

機
、
処
理
料
等
が
か
か
り
ま
す
。

処
理
量
と
し
て
は
、
流
木
15
ト

ン
、
廃
プ
ラ
３
ト
ン
、
金
属
類

３
ト
ン
、
網
・
漁
具
等
３
ト
ン

で
積
算
し
て
い
ま
す
。

❖
産
業
振
興
課
関
係
❖

▼�

林
業
専
用
道
成
田
の
沢
線
開

設
工
事
と
し
て
３
，
３
９
９

万
円
追
加
計
上

質
疑　
成
田
の
沢
線
開
設
工
事

で
ど
の
く
ら
い
の
面
積
、
ど
の

く
ら
い
の
木
を
伐
採
す
る
の
か
。

ま
た
、
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と
、

町
民
が
山
菜
取
り
等
で
入
っ
て

く
る
と
思
う
が
そ
の
管
理
は
ど

う
す
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
成
田
の
沢
線

は
約
１
，
２
０
０
ｍ
の
路
網
の

整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

路
網
を
活
用
し
て
48
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
森
林
整
備
を
行
い
ま

す
。
そ
の
森
林
の
蓄
積
は
１
万

８
，
０
０
０
㎥
あ
り
、
来
年
以

降
、
主
伐
や
間
伐
等
を
計
画
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
林
業
専
用
道
は
通
常

の
林
道
と
違
い
、
一
般
車
両
向

け
で
は
な
く
、
安
全
施
設
等
も

な
い
の
で
、
入
口
に
ゲ
ー
ト
を

設
置
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
建
設
水
道
課
関
係
❖

▼�

サ
ン
ナ
ス
橋
架
替
実
施
設
計

委
託
料
と
し
て
２
，
３
５
０

万
円
追
加
計
上

▼�

サ
ン
ナ
ス
橋
架
替
排
水
工
設

計
委
託
料
と
し
て
６
１
０
万

円
追
加
計
上

質
疑　
サ
ン
ナ
ス
橋
の
架
替
工

事
に
よ
り
将
来
的
に
農
免
道
路

（
町
道
元
町
中
の
川
線
）を
延
長

し
、
国
道
２
２
８
号
線
の
通
行

止
め
等
に
お
け
る
迂
回
路
と
で

き
る
よ
う
な
状
況
は
考
え
て
い

る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
国
道
２
２
８

号
線
が
海
岸
浸
食
に
よ
り
、
通

行
止
め
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
国
道
に
継
ぐ
バ
イ
パ
ス
路

線
と
し
て
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
町

道
元
町
中
の
川
線
を
町
道
中
の

川
建
川
線
に
向
け
て
伸
長
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
お
り
、
橋
の

架
替
と
同
時
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
教
育
委
員
会
関
係
❖

▼�

公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
備

品
購
入
費
と
し
て
１
１
７
万

円
追
加
計
上

❖
水
道
事
業
会
計
❖

質
疑　
前
浜
地
区
水
道
管
有
償

譲
受
の
経
緯
は
。

建
設
水
道
課
長　
当
時
、
町
と

協
議
し
、
利
用
者
が
少
な
い
こ

と
か
ら
町
道
敷
地
に
民
間
企
業

が
設
置
し
た
給
水
管
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
、
橋
梁
部
分
の

破
損
事
故
が
あ
り
、
所
有
者
と

町
で
協
議
し
、
修
繕
後
に
町
が

２
１
５
万
円
で
有
償
譲
受
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

副
町
長

質
疑

生
活
福
祉
課
長

質
疑

産
業
振
興
課
長

質
疑

建
設
水
道
課
長

質
疑

建
設
水
道
課
長

海岸に漂着したゴミ

質
疑
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契

約

■
ス
ミ
レ
団
地
Ａ
棟
内
部
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て・
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社
岡
田
商
会

・
契
約
金
額

　
６
，
０
３
６
万
８
千
円

選

挙 

■
知
内
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

て
　
任
期
満
了
に
伴
い
、
知
内
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
に
次
の
方
々
を
選
挙
し
ま

し
た
。

▼
選
挙
管
理
委
員

　

再◯　
立
木　

澄
子
（
重
内
）

　

再◯　
橋
本　

政
勝
（
上
雷
）

　

新◯　
小
田
島
伸
二
（
重
内
）

　

新◯　
村
上
キ
ク
子
（
森
越
）

▼
補
充
員

　

再◯　
替
地　

輝
一
（
元
町
）

　

再◯　
竹
内　
　

功
（
重
内
）

　

新◯　
杉
本　

真
弓
（
涌
元
）

　

新◯　
岡
本　

耐
子
（
元
町
）

※
新◯
は
新
任
、
再◯
は
再
任

　

こ
の
度
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に

対
し
、
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
、
第
２

回
定
例
会
の
本
会
議
に
先
立

ち
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

（�

町
村
議
会
議
員
と
し
て

25
年
以
上
在
籍
。）

　
表
　
彰

谷口康之 副議長

令和３年第２回定例会　審議結果
議 案
第 １ 号

令和３年度知内町一般会計補正予算（第３号）について 可決８，７６０万６千円を追加し、歳入歳出予算総額を４７億８，７５０万３千円とするもの
議 案
第 ２ 号

令和３年度知内町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 可決１７０万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を１億４，８６８万４千円とするもの
議 案
第 ３ 号

令和３年度知内町水道事業会計補正予算（第１号）について 可決水道事業会計の「資本的収入及び支出予定額」を補正するもの
議 案
第 ４ 号

知内町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決新型コロナウイルス感染症の影響による保険税の減免規定について条例の一部を改正するもの
議 案
第 ５ 号

知内町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決新型コロナウイルス感染症の影響による保険税の減免規定について条例の一部を改正するもの
議 案
第 ６ 号

スミレ団地Ａ棟内部改修工事請負契約の締結について 可決議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議決するもの
報 告
第 １ 号

令和２年度知内町一般会計繰越明許費に係る歳入歳出予算の繰越について 可決令和２年度知内町一般会計繰越明許費に係る歳入歳出予算の繰越について報告するもの
選 挙
第 １ 号

知内町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について —知内町選挙管理委員会委員及び補充員を選挙するもの
意見書案
第 １ 号

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書の提出について 可決日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求めるもの
意見書案
第 ２ 号

学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションを適切に進めるための意見書の提出について 可決学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションを適切に進めるもの
意見書案
第 ３ 号

２０２２年度地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 可決２０２２年度地方財政の充実・強化を求めるもの
意見書案
第 ４ 号

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「３０人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書の提出について 可決義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、「３０人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けたもの
意見書案
第 ５ 号

２０２１年度北海道最低賃金改正等に関する意見書の提出について 可決２０２１年度北海道最低賃金改正等に関するもの
意見書案 新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書の提出について 可決第 ６ 号 新型コロナ禍による米危機の改善を求めるもの
意見書案
第 ７ 号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書の提出について 可決林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求めるもの
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第２回定例会の概要

令和３年第２回
臨時会は、４月26
日に召集され、令
和３年度一般会計
補正予算等の議案
７件が審議され、
いずれも原案のと
おり可決となりま
した。

令和３年第３回
臨時会は、５月19
日に召集され、令
和３年度一般会計
補正予算等の議案
４件が審議され、
いずれも原案のと
おり可決となりま
した。

臨 時 会第3回

補

正

予

算 

■
令
和
３
年
度
知
内
町
一
般
会

計
予
算
（
第
１
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
７
４
８
万
２
千
円
を
追
加

し
、
46
億
８
，
９
８
０
万
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費
関
係
❖

▼�

し
り
う
ち
地
域
応
援
券
事
業

と
し
て
３
，
０
５
０
万
円
追

加
計
上

▼�

感
染
予
防
対
策
事
業
補
助
金

と
し
て
４
０
０
万
円
追
加
計

上
▼�

予
防
費
に
２
７
４
万
３
千
円

追
加
計
上

❖
建
設
水
道
課
予
算
関
係
❖

▼�

橋
梁
維
持
費
に
７
，
１
２
０

万
円
追
加
計
上

臨 時 会第2回

補
　
正
　
予
　
算 

■
令
和
３
年
度
知
内
町
一
般
会

計
予
算
（
第
２
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，

０
０
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、

４
６
億
９
，
９
８
９
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費
関
係
❖

▼�

知
内
高
等
学
校
ト
イ
レ
改
修

工
事
費
と
し
て
４
２
０
万
円

追
加
計
上

▼�

知
内
中
学
校
体
育
館
排
煙
窓

改
修
工
事
と
し
て
２
８
０
万

円
追
加
計
上

▼�
事
業
持
続
化
支
援
金
事
業
と

し
て
３
０
８
万
９
千
円
追
加

計
上

議 案
第 １ 号

令和３年度知内町一般会計補正予算（第１号）について 可決１億７４８万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を４６億８，９８０万８千円とするもの
議 案
第 ２ 号

令和３年度知内町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決８万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を８,２２７万円とするもの
議 案
第 ３ 号

令和３年度知内町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決１４万９千円を追加し、歳入歳出予算総額を５億３,７５４万５千円とするもの
議 案
第 ４ 号

知内町防災情報配信システム管理運用に関する条例の制定について 可決電波法の改正に伴い防災情報配信システムの管理・運用について条例を定めるもの
議 案
第 ５ 号

知内町税条例等の一部を改正する条例について 可決関係法令が改正されたことに伴い町税条例の一部を改正するもの
議 案
第 ６ 号

知内町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免規定について条例の一部を改正するもの
議 案
第 ７ 号

知内中学校タブレット端末の購入について 可決議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議決するもの

令和３年第２回臨時会　審議結果

契

約

■
し
り
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
園

舎
新
築
建
築
主
体
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　

�

齊
藤
建
設
・
高
木
組
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

４
億
１
，
６
６
８
万
円

■
し
り
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
園

舎
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　

�

北
弘
電
・
繁
田
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

８
，
０
１
９
万
円

■
し
り
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
園

舎
新
築
機
械
設
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

・
契
約
の
相
手
方

　

�

ニ
シ
カ
ワ
産
業
・
岡
田
商
会

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

９
，
０
１
７
万
８
千
円
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令和３年(４月)～(６月)
定例会及び各委員会等の出席状況

会　　　　　　　　　　　　議

成
澤　
五
郎

山
田　
顕
人

五
十
嵐
捷
爾

吉
田　
峰
一

松
井　
盛
泰

笠
松　
悦
子

木
村　
　
一

谷
口　
康
之

伊
藤　
政
博

4月
20日

議会だより編集委員会 ○ ○ － － － ○ ○ ○ －

第１回議会活性化推進検討委員会 ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

26日第５回全員協議会・第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月 19日第６回全員協議会・第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

経済民生常任委員会所管事務調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6月

15日第７回全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務文教・経済民生常任委員会所管事項協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16日議会運営委員会 ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○

22日第８回全員協議会・第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会だより編集委員会 ○ ○ － － － ○ ○ ○ －

（備考： ○は出席、 ×は欠席、 △は遅刻・早退、 ―は該当なし）

知内町議会のＨＰで過去の「会議録」や「議会だより」を

閲覧することができます。

　知内町のＨＰから知内町議会のページを開くことができます。
過去の会議録（平成２４年～）や議会だより（平成２２年～）につい
ても掲載されておりますので、ご利用ください。
　また、「議会からのお知らせ」のページでは、近日開催される議会
や会議などの開催日を掲載していますのでどうぞご覧ください。 知内町議会

議 案
第 １ 号

令和３年度知内町一般会計補正予算（第２号）について 可決１,００８万９千円を追加し、歳入歳出予算総額を４６億９,９８９万７千円とするもの
議 案
第 ２ 号

しりうち認定こども園園舎新築建築主体工事請負契約の締結について 可決議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議決するもの
議 案
第 ３ 号

しりうち認定こども園園舎新築電気設備工事請負契約の締結について 可決議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議決するもの
議 案
第 ４ 号

しりうち認定こども園園舎新築機械設備工事請負契約の締結について 可決議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により議決するもの

令和３年第３回臨時会　審議結果
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委員会活動のレポート

委
員
会
活
動
の
レ
ポ
ー
ト

経
済
民
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

　
　

令
和
３
年
５
月
19
日

２　

調
査
委
員

　
　

委
員
長　

木
村　
　

一

　
　

副
委
員
長　

五
十
嵐
捷
爾

　
　

委　
　

員　

成
澤　

五
郎

　
　

委　
　

員　

山
田　

顕
人

　
　

委　
　

員　

吉
田　

峰
一

　
　

委　
　

員　

松
井　

盛
泰

　
　

委　
　

員　

笠
松　

悦
子

　
　

委　
　

員　

谷
口　

康
之

　
　

委　
　

員　

伊
藤　

政
博

３　

調
査
事
項
・
調
査
意
見

近
年
増
え
て
い
る
異
常
気

象
、
特
に
大
型
化
す
る
台
風
や

集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫

１

調
査
年
月
日

２

調
査
委
員

３

調
査
事
項
・
調
査
意
見

１
町
内
河
川
整
備
の
現
況
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

な
ど
は
全
国
的
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
住
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
町

に
お
い
て
は
昨
年
度
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
製
し
、
全

世
帯
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
も
の
の
、
度
々
、
起
こ
る
河

口
閉
塞
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や

昭
和
48
年
の
小
谷
石
豪
雨
災
害

の
経
験
か
ら
、
河
川
災
害
に
対

す
る
住
民
の
心
配
は
簡
単
に
払

拭
さ
れ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

現
状
の
町
内
河
川
整
備
の
現
況

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、
調

査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
町
に
お
け
る
河
川
に
つ
い

て
は
、
河
川
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
河
川
と
し
て
、
知
内
川

水
系
を
は
じ
め
と
す
る
11
水

系
、
34
河
川
あ
り
、
そ
の
う
ち

河
川
法
第
10
条
に
よ
る
北
海
道

管
理
の
２
級
河
川
は
、知
内
川
・

中
の
川
・
森
越
川
・
重
内
川
等

の
11
河
川
、
河
川
法
第
１
０
０

条
第
１
項
に
よ
る
河
川
法
の
準

用
に
よ
り
知
内
町
管
理
の
準
用

河
川
は
、
新
重
内
川
・
山
栗
川
・

フ
キ
リ
川
・
外
記
川
等
の
６
河

川
、
知
内
川
普
通
河
川
管
理
条

例
に
よ
る
知
内
町
管
理
の
普
通

河
川
は
、
上
の
沢
川
・
中
の
沢

川
・
ツ
ラ
ツ
ラ
川
・
チ
リ
チ
リ

川
等
の
17
河
川
と
な
っ
て
い
る
。

中
の
川
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
（
令
和
元
年
）
か
ら
大
規

模
特
定
河
川
事
業
が
北
海
道
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
国
道

橋
の
架
替
工
事
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
国
道
橋
の
完
成
は
令
和

５
年
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
北
海
道
と
の
協
定
に

よ
り
、
今
年
か
ら
サ
ン
ナ
ス
橋

の
架
替
工
事
を
町
に
お
い
て
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

森
越
川
に
つ
い
て
は
、
河
口

部
の
閉
塞
対
策
と
し
て
導
流
堤

建
設
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
昨
年
、
一
昨
年
は
砂

の
滞
留
状
況
等
を
経
過
観
察
す

る
た
め
、
工
事
を
一
時
中
止
さ

れ
た
が
、今
年
度
に
つ
い
て
は
、

右
岸
側
の
嵩
上
工
事
を
実
施

し
、
右
岸
側
は
完
成
と
な
る
。

し
か
し
、左
岸
側
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
河
口
閉
塞
を
解
除
す
る

際
の
掘
削
を
考
慮
し
た
際
、
左

岸
側
に
導
流
提
が
な
い
方
が
掘

削
し
や
す
い
と
の
考
え
方
も
あ

り
、
最
終
的
な
整
備
方
法
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

知
内
川
に
つ
い
て
は
、「
知

内
川
維
持
管
理
計
画
」
を
作
成

し
、
河
積
に
大
き
な
影
響
が
著

し
い
新
知
内
橋
の
上
・
下
流
に

お
い
て
立
木
の
伐
採
及
び
中
州

の
掘
削
を
引
き
続
き
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

町
が
管
理
す
る
河
川
に
つ
い

て
は
、「
知
内
町
河
川
堆
積
土 知内川中州の状況（しりうち新橋　上流側）
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砂
等
除
去
計
画
」
を
策
定
し
、

緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
（
地
方

財
政
措
置
：
充
当
率
１
０
０

％
、
元
利
償
還
金
に
対
す
る
交

付
税
措
置
率
70
％
）
を
財
源
と

し
、
土
砂
の
堆
積
が
著
し
い
外

記
川
、
山
栗
川
で
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
に
か
け
て
河

道
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
重
内
川
に
つ
い

て
も
調
査
費
を
計
上
し
、
今
後

の
河
道
掘
削
を
計
画
し
て
い
る
。

な
お
、
準
用
河
川
で
あ
る
股

瀬
川
・
山
栗
川
・
外
記
川
等
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
砂
防
法
第

２
条
に
基
づ
く
「
治
水
上
砂
防

の
た
め
の
砂
防
設
備
を
要
す
る

土
地
」
と
し
て
砂
防
指
定
地
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
北
海
道
管

理
と
な
っ
て
お
り
、
砂
防
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
股
瀬
川

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引
き

続
き
下
流
に
向
け
て
流
路
工
の

整
備
が
実
施
さ
れ
、
山
栗
川
・

外
記
川
の
上
流
部
に
つ
い
て

も
、
流
路
工
の
整
備
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
あ
と
数
年
で
完
成

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
を
通
じ
て
、
北
海
道
や

町
に
お
い
て
、
計
画
的
に
河
川

改
修
や
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
状
況
を
確
認
で
き
た
。
特

に
上
流
部
に
お
い
て
、
洪
水
を

防
ぐ
た
め
河
積
を
確
保
す
る
河

道
掘
削
工
事
や
土
石
流
を
防
ぐ

砂
防
工
事
に
つ
い
て
、
着
実
に

進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ

ら
れ
た
。

し
か
し
、
昨
年
度
に
お
い
て

も
森
越
川
の
河
口
閉
塞
に
よ
り

農
地
が
一
部
冠
水
し
、
股
瀬
川

の
河
口
閉
塞
に
よ
り
道
道
・
町

道
が
冠
水
す
る
な
ど
、
実
際
に

被
害
が
起
き
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
予
算
的
・
工
期
的
な
面

か
ら
工
事
が
進
捗
せ
ず
、ま
た
、

抜
本
的
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
部
分
も
感
じ

ら
れ
た
。

今
後
、
森
越
川
に
お
け
る
導

流
堤
の
整
備
促
進
や
離
岸
堤
の

整
備
な
ど
、
な
お
一
層
の
国
・

北
海
道
へ
の
要
請
活
動
を
強
め

る
な
ど
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
町
に
お
い
て
も
股
瀬
川
に

お
け
る
河
口
閉
塞
の
解
除
体
制

の
強
化
や
離
岸
堤
の
整
備
に
つ

い
て
、
国
・
北
海
道
と
連
携
し
、

効
果
的
な
対
策
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
会
報
告
会
や
お
し
ゃ
べ
り

議
会
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
住
民

か
ら
氾
濫
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
股
瀬
川
砂
防
ダ
ム
を

現
地
調
査
し
た
。

調
査
当
日
は
、
上
流
部
に
水

が
溜
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ

り
、
土
砂
の
堆
積
状
況
を
確
認

で
き
た
。
結
果
と
し
て
、
砂
防

ダ
ム
と
し
て
の
機
能
に
問
題
な

い
こ
と
を
確
認
し
た

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
実
施

さ
れ
た
外
記
川
河
道
掘
削
工
事

の
実
施
個
所
を
現
地
調
査
し

た
。
結
果
と
し
て
、
河
積
を
阻

害
す
る
土
砂
等
は
除
去
さ
れ
て

お
り
、
水
の
流
れ
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
現
地
調
査
（
股
瀬
川
砂

防
ダ
ム
外
）

砂防ダム現地調査

町議会インターネット中継について

　知内町議会では、議会改革の一環として、より多くの町民の皆様に本会議及び予算・決算委員会を
見ていただけるよう、インターネット動画配信サイトYouTube により、会議の様子をインターネッ
ト上でライブ中継しています。また録画配信も行っており、過去の本会議や予算・
決算委員会の様子もご覧になることができます。
　視聴方法については、詳しくは町ＨＰをご覧ください。



６５
歳
以
上
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ

と
に
対
し
、
医
療
機
関
を
は
じ

め
町
職
員
や
関
係
機
関
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
、
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

最
近
で
は
変
異
株
が
流
行
し
、

低
年
齢
の
方
で
も
重
症
化
す
る

場
合
も
見
ら
れ
、
学
校
や
保
育

園
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
事
例

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
中
学
校
が
ク
ラ
ス

タ
ー
と
認
定
さ
れ
、
生
徒
全
員

が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
事
態

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
生

徒
の
中
か
ら
陽
性
者
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
保
護
者
か
ら
す

る
と
、
安
心
し
て
学
校
に
登
校

さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
不
安
な

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
、
１2
歳
以
上
の
生
徒
や

町
外
か
ら
通
勤
す
る
先
生
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優
先
す
る
考

え
が
な
い
か
質
問
し
ま
す
。

教
職
員
は
町
内
・
町
外
と
も

優
先
接
種
で
き
る
体
制
を

西
山
町
長　

原
則
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
す
る
の
は
住
民
票
上
の

市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

施
設
入
所
や
入
院
中
、出
稼
ぎ
、

単
身
赴
任
、
下
宿
な
ど
居
住
地

と
住
民
票
所
在
地
が
異
な
る
場

合
は
、
特
例
と
し
て
住
民
票
所

在
地
以
外
で
の
接
種
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
外
か
ら
通
勤
す
る
先
生

は
、こ
れ
に
該
当
し
な
い
た
め
、

市
町
村
長
が
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
判
断

し
、
住
民
票
所
在
地
外
接
種
の

届
出
に
よ
り
接
種
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
内
の
保
育
園
か
ら

高
校
ま
で
８7
名
の
教
職
員
が
い

ま
す
が
、
当
町
に
住
民
票
を
有

す
る
５2
名
に
つ
い
て
は
優
先
的

に
接
種
で
き
る
よ
う
対
応
し
、

町
外
か
ら
通
勤
す
る
３５
名
に
つ

い
て
も
接
種
券
の
準
備
が
整
い

次
第
、
優
先
的
に
接
種
枠
を
設

け
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
、
高
校
生
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
・
各
学
校
と
協
議
中
で
す
が
、

集
団
接
種
と
し
た
場
合
、
副
反

応
に
よ
る
学
校
運
営
へ
の
影
響

や
接
種
を
し
な
い
生
徒
が
孤
立

す
る
心
配
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

診
療
所
で
の
個
別
接
種
か
保
健

セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
接
種
を
考

え
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
終
了
の

時
期
は
？

　
山
田
議
員　

ワ
ク
チ
ン
接
種
終

了
の
時
期
は
、
い
つ
に
な
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
時
期
を
過
ぎ

る
と
接
種
で
き
な
く
な
る
の
か
。

接
種
終
了
時
期
は
ワ
ク
チ
ン
の
確

保
数
、
使
用
期
限
等
か
ら
検
討

西
山
町
長　

接
種
終
了
の
時
期

に
つ
い
て
国
に
確
認
し
ま
し
た

が
、
各
自
治
体
に
任
せ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
確

保
数
、
使
用
期
限
や
保
存
状
況

な
ど
か
ら
終
了
の
時
期
を
検
討

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町
内
企
業
に
町
外
か
ら
通
勤

し
て
い
る
人
の
接
種
対
応
を

山
田
議
員　

人
口
が
多
い
と
こ

ろ
で
は
、
な
か
な
か
接
種
が
進

ま
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
接
種

終
了
後
、
町
内
の
民
間
企
業
に

町
外
か
ら
通
勤
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
、
接
種
の
対
応
が
で

き
な
い
の
か
。

7
月
末
で
84
％
接
種
見
込
み
、

そ
の
後
、
可
能
で
あ
れ
ば

西
山
町
長　

７
月
末
で
８４
％
の

接
種
が
終
わ
る
見
込
み
で
あ

り
、
そ
の
後
、
残
り
１６
％
の
対

応
を
す
る
と
き
に
可
能
で
あ
れ

ば
進
め
て
い
き
た
い
。

9

いっぱん質問いっぱん質問 ＆
ここに掲載されている質問及び答弁は、一般質問を行った議員が個々にその要旨をまとめたものです。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

山田顕人 議員

西
山
町
長

山
田
議
員

西
山
町
長

西
山
町
長

山
田
議
員



10

新
型
コ
ロ
ナ
に
は
、
今
の
時
点
で

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
一
番
有
効
で
あ

る
と
い
う
事
で
、
一
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
来
ま
し
た
。
受
け

る
ま
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報

道
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
際
し
て
の

副
反
応
の
事
や
体
調
の
事
な
ど
の
情

報
を
色
々
と
出
し
て
く
れ
る
の
で
、

自
分
な
り
に
有
効
性
を
理
解
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
い
ざ
自
分
の
番
に

な
る
と
体
調
が
悪
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
多
少
不
安
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
が
、
15
分
間
の
観
察
時
間
も

無
事
終
了
し
て
帰
宅
を
す
る
事
が
で

き
、
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。

三
週
間
後
の
二
回
目
の
接
種
も
早

く
終
わ
っ
て
、
本
当
に
安
心
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｔ
）

26日　議員会役員会	 （各役員）
　　　知内町森林・林業・林産業活性化議員連盟役員会
	 （各役員）
　　　第５回全員協議会	 （全議員）
　　　令和３年第２回臨時会	 （全議員）
　　　議員会総会	 （全会員）
　　　知内町森林・林業・林産業活性化議員連盟総会
	 （全会員）
　　　渡島西部四町議会議員連絡協議会
　　　第１回理事会	 （松前町：各理事・会計監事）
2８日　渡島西部広域事務組合
　　　令和３年第１回臨時会	 （福島町：広域議員）

11日　渡島総合開発期成会監査・役員会	（函館市・議長）
1９日　第６回全員協議会	 （全議員）
　　　令和３年第３回臨時会	 （全議員）
　　　経済民生常任委員会所管事務調査	 （全委員）

1５日　第７回全員協議会	 （全議員）
　　　総務文教常任委員会所管事項協議	 （全委員）
　　　経済民生常任委員会所管事項協議	 （全委員）
16日　議会運営委員会	 （議長・全委員）
22日　第８回全員協議会	 （全議員）
　　　第２回定例会	 （全議員）
　　　議会だより編集委員会	 （全委員）
27日　知内かき小屋オープン前試食会	 (議長・副議長)

４日　第16回知内町議会議長杯争奪
　　　町民パークゴルフ大会	 （議長・各議員）
16日　知内町森林・林業・林産業活性化
　　　議員連盟	あじさいロード草刈	 （各会員）
1９日　議会だより編集委員会	 （各委員）

月４ APRIL 第１６回知内町議会議長杯争奪
町民パークゴルフ大会開催

月５ MAY

月６ JUNE

月７ JULY

７月４日（日）気持ちいい夏晴れのもと、
知内町議会議長杯争奪町民パークゴルフ大
会が開催されました。
外で身体を動かし、爽やかな汗を流しな

がら楽しくプレーしていました。
入賞されたみなさんおめでとうございま

す。
【男子の部】　優勝：田中　　貢　氏
【女子の部】　優勝：小松　艶子　氏


